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コーデックス 委員会食品添加物・ 汚染物質部会での 
食品中のカドミウムの 国際基準値検討結果について 

厚生労働省 
農林水産省 

4 月 2 5 ～ 29 日にオランダ ( ハーバ ) で開催された 第 3 7 回 コ一 

デックス委員会食品添加物・ 汚染物質部会において、 食品中のカドミ 
ウムの国際基準値案が 議論された。 日本からは、 厚生労働省及び 農林 
水産省等が出席した。 

検討結果の概要及び 今後の予定は 以下のとおり。 

「 検討結果 

カドミウムの 国際基準値については、 以下をコーデックス 委員会総 

会 に諮ることが 合意された ( 別紙参照 ) 。 

① 小麦、 野菜などについては、 現行棄を国際基準値として 最終 採 

釈 すること ( ステップ 8) 
② 精米については、 原案 (0.4 mg/kg) を国際基準値 案 として予備 

採択すること ( ステップ 5) 
③ 軟体動物については、 海産二枚貝 ( カキ及びホタテガイを 除 

く ) 及び頭足類 ( 内臓を除去したもの ) と定義を明確化した 上 

で、 原案 (1.0 mg/kg) を国際基準値 案 として予備採択すること 
( ステップ 5) 

2  今後の予定 

(1) コーデックス 委員会総会は、 本年 7 月にローマで 開催予定。 
(2) 厚生労働省及び 農林水産省は 、 引き続き、 国際基準を巡る 議論に 
積極的に関与していくとともに、 国内的には、 食品安全委員会にお 
ける リスク評価を 踏まえ、 国内基準の設定等、 必要なリスク 管理の 
あ り方について 検討していくこととしている。 






